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 (p=0.009)、含嗽のできない者 (p=0.002)、義歯を使用している者 (p=0.004),残存歯数の多さ
(p=0.006)、Berthel Indexの低さ(p=0.001)、認知症高齢者の日常生活自立度の低い者(p=0.013)




















































Activities of Daily Living（ADL）は負の関連を示した。重回帰分析によって，要介護高齢者の唾
液中細菌数は，現在歯数と正の，ADLと負の有意な関連があることがわかった。 
本研究は，現在歯数を多く保持している場合や要介護高齢者が ADLの低下を来した場合に，唾液中細菌
数が高値を示す可能性を示唆している。すなわち，今後増加することが予想されている現在歯を多く持
つ要介護高齢者に対する重点的な口腔ケアの必要性を示唆した論文として評価できる。以上から，審査
委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
